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避難場所における安全と衛生面の確保に向けて
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私が探求しているテーマは、避難所における　安全と衛生面、特に女性・乳幼児に向けての確保　です。今回の発表は、そのテーマに向けて　行政の取り組みを調べました。



取り組みの理由
ストレスの少ない避難所生活

対象：女性、乳幼児

各自治体が衛生面において安全対策を施し
ているか

ニュースで目にする光景…物資の調達が間
に合わない、困っているという声

→女性、子どもへの配慮はできているか

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
取り組みの理由は、避難の際、女性、乳幼児、妊婦さんの安全確保に疑問を持ったからです。



今回の発表内容
上田市・青木村の主な避難所対策と課題

住民自治組織について

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私は青木村在住です。上田市の隣りに位置します。後ほど説明しますが、小さい村ですが、平成大合併の際、独立を選んだ村です。この2つの地域を比較することで、興味深い違いがみえてきます。では、今回の発表内容です。上田市・青木村の主な避難所対策と課題。そして、住民自治組織についてです。



上田市の主な対策
上田市役所担当者とのヒアリングを通して

〇プライバシーの確保

子供や女性のための控室

災害時簡易仕切りテントの設置

〇物資（衛生面における）の備蓄

各避難所の備蓄倉庫にて保管

期限切れのものは対策時のサンプル品、または

「フードドライブ」へ寄付

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらの内容は、上田市役所にてヒアリングを行った際の情報です。その際の資料によると、子どもの着替え室、女性専用の控室を指定避難所先で確保場所の確保が難しい場合は、テントを使用するとのことです。物資の数量は十分確保している　とのことです。期限切れの食品についても対策されていました。



課題
避難生活の長期化による防犯対策

避難所での対応

避難者の健康チェック

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし同時に、不安と課題があると担当の方が話していましたそれが、この3点です。継続して、ヒアリングを行いたいと考えます。



青木村の主な対策「自助・共助」
青木村村長、村役場及び 保健センターの担当者とヒアリング

村の旅館を緊急避難場所として指定

「公助に頼らない」

住民に、自助と共助を心掛けるよう呼び
かけ

物資は各自で用意

→物資にかかる費用、物資の取り換えで
備蓄に限界がある

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に青木村の対策です。同じ時期に、青木村村長、村役場及び　保健センターの担当者とヒアリングができました。住民が少ないため、対策が取りやすいと思われましたが、金銭面など　生々しい課題があるようです。2つ目の「公助に頼らない」とは、村の負担する物資ではなく、自分で準備するということです。この辺が上田市との大きな違いだと分かりました。最後の限界があるという言葉は、かなり切実であると感じました。次のスライドは、青木村の実際の指定避難所です。



一見良さそうに見えるが…
その１（指定避難所）

建物の老朽化、
付近には河川

があり、
安全とはいえない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここは、青木村の避難場所です。家の避難所にも指定されています。一見、立派に見える建物ですが、老朽化が進んでいたり、建物の近くには河川があり、安全とは言い切れないです。避難指示が出されても、正直不安です。



建物の前にある
坂道、

荷物を持っての避
難する際や、足腰
が弱い方には

大変…

一見良さそうに見えるが…
その２（青木村保健センター）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にこちらが青木村保健センターです。災害時、メインの避難所となる予定です。中の写真はありませんが、広々としており、カーペットじきのきれいな場所です。ところが、建物の前には急斜面があり、足腰が弱い方、避難で荷物を持ってくる際には大変です。



現地から分かったこと
避難場所の設備、避難所に辿り着くまで
の道路、周辺

青木村は８割が山林、土砂災害や鉄砲水
の発災の恐れ

→現実的に見ていくと、データだけでは分か
らないことがある

プレゼンター
プレゼンテーションのノート




上田市と青木村

上田市

平成大合併 1市2町1村の合併

人口3万５千人増

◎ネットワーク・資金・関係者の確保

△薄い危機感

青木村

単独を選択 人口4万3千人

◎行政と住民の距離が近い

△資金・人員が少ない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上田市については、合併によりネットワークの確立が豊富な備品と避難場所、および関係者が確保できているその反面、市民の危機感が薄いと思われます。青木村については、自治体が小さいため　住民の確認が取れやすい点や、有線が行き渡っていることから、災害時には避難通知と言った情報が届きやすい点があります。　その反面、資金・人員の不足による避難場所となる建物の老朽化・関係者不足があると考えます。これらの解決の糸口になるであろう自治体の扱い方について説明します。



住民自治組織について
：住民が主体となって地域を支える

住民自治組織

女性の参画

情報共有世代の継承

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それが住民自治組織です。上田市でも取り組みが始まっているようです。前川先生からご享受いただいたポイント3つがあります。それは、世代の継承、女性の参画、情報共有です。



探求テーマとのかかわり
防災対策を考えるには、まちの行政と住民の
相互が協力していくことが必要

住民自治組織が協働し、地域の自立をめざす

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この連携によって、行政と住民の相互関係が強くなり、そのままネットワークになると考えらます。



今後の課題
ハザードに沿った避難場所を歩いてみる

住民が行政に提案できる道を拓く

例：「ヒヤリハット」報告ができるルートを作る

女性の参画

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際に避難ルートを訪れることで、机上だけでは気が付かなかった部分がみえると思います。次に「ヒヤリ・ハット」報告で住民が行政に危険個所を伝えられる窓口を設置伝える側と受け入れる側の責任が発生するという点女性の参画については、避難所における人権等も含めた私が探求したい内容です。



ご清聴ありがとうございました
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